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第 16 章  分析・事業 
 

この章では、分析・事業についてご説明します。 
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１. 年度統計分析 
 

センターの主な経営指標について、自センターの実績と全国・都道府県毎の平均値などを比較 

して偏差値を算出し、レーダーチャートを表示します。 

自センターの特徴を把握するための資料としてご利用いただけます。 
 

※ 自センターのデータは、エイジレス内のデータが利用されます。 

比較対象のデータは、公益社団法人 全国シルバー人材センター事業協会が発行している 

シルバー人材センター事業統計年報の数値を集計したものを利用しています。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記Ａ～Ｄの内容は、出力条件で設定します。次ページをご覧ください。 

 

  

自センター表示名（Ａ） 

自センター表示名（Ａ） 

比較対象表示名 
（Ｂ） 

比較対象表示名（Ｂ） 

自センターデータ（Ｃ） 比較対象データ（Ｄ） 
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■ 出力手順 

（１） 「分析・事業（Ｂ）」－「01.年度統計分析」をクリックします。 

 

 

 
 

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自センター表示名 自センター表示名（Ａ）を設定します。 

自センター表示年度 自センターデータ（Ｃ）の年度を設定します。 

自センターエリア  

60 歳以上人口 

［自センター表示年度］で設定した年度時点での自センター 

エリアの 60 歳以上の人口を入力します。 

（自センターデータの粗入会率を算出するために必要な数値とな

ります。） 

比較対象年度 比較対象データ（Ｄ）の年度を設定します。 

※ 比較対象データは、毎年 12 月ごろに昨年度分が追加されます。 

比較対象 比較対象データ（Ｄ）へ表示する内容を、以下より選択します。 

「全国平均」「人口 5万人未満」「人口 5～20 万人未満」 

「人口 20 万人以上」「都道府県を選択」 

比較対象表示名 比較対象表示名（Ｂ）を設定します。 

初期設定では、［比較対象］で選択した区分の名称がセットされま

す。必要があれば変更してください。 
 
 

（３） 印刷プレビュー画面が表示されます。 

 印刷  または  エクセル変換  ボタンをクリックします。 
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２. 事業予算実績 
 

事業予算実績では、予算を登録することで、前年度実績、当年度実績、予算をグラフで確認でき、

事業の進捗状況をセンター内で共有することができます。 

全体予算以外にも、職群（上 1桁）、業種分類、支部、事業の 4つの分類で予算管理することが 

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

１】 予算の登録 

来期予算を登録します。 

当期の事業実績が月別に表示されているので、それを参考にしながら予算を登録することができ 

ます。全体の予算だけでなく、職群・業種・支部・事業の分類ごとに入力することもできます。 
 
 

■ 登録手順 

（１） 「分析・事業（Ｂ）」－「20.事業予算実績」－「01.事業予算実績管理」をクリックします。 

 

 

 
 
 

（２） ［当期］の年度（予算入力する年度の前の年度）を選択します。 

例）平成 29 年度の予算入力する場合は、平成 28 年度を選択します。 

（管理年度の前年度～翌年度の 3年度分から選択ができます。） 

 

 

 

 

 
 
 

  

予算を登録すると、 
メインメニューで予算実績推移
(グラフ)が確認できます。 
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（３） 1000 円単位で予算額を入力し、 保存  ボタンをクリックします。 
 

＜全体＞ 

全体の予算額は必須入力項目です。 

項目別（配分金・材料費等・事務費）の合計（左側）と、月合計（右側）が一致するように

入力してください。 

 

 

 

 
 
 

＜項目別＞ 

職群（上 1 桁単位）、業種（業種分類）、支部、事業別に分けて予算入力することができます。 

入力する分類にチェックを入れると、そのタブの予算が入力できるようになります。 

各行で項目別の（配分金・材料費等・事務費）の合計（左側）と月合計（右側）が一致する

ように入力してください。また、全体の予算合計と一致するように入力してください。 
 

＜事業＞タブについては、事前の設定等が必要です。→次ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全体と分類別の予算は、どちらを先に入力しても問題ありません。 

※ 入力途中で保存することができます。 

各合計が一致していない状態で保存すると、下記のようなメッセージが表示されます。 

入力途中で保存する場合は、 はい  をクリックしてください。 

 

 

 

  

チェックを入れると入力できる 
ようになります。 

全体の予算額と差異がある場合は、 
［分類全体差異］に金額が表示されます。 
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■ ＜事業別＞予算の入力 

＜事業別＞では、集計する事業コードを設定し、その事業ごとに予算を入力します。 
 
 

（事業コードの設定） 

（１） 最初に事業コードを設定します。 

「管理システム」の「コード管理」 

にて、 

コード種別で「事業コード」を 

選択し、集計する事業のコードを 

設定します。 

 

 

 

（事業別の予算入力） 

（２） 「事業予算実績管理」画面にて、画面上部の「事業」にチェックを入れ、 

［事業コード］から予算入力する事業を選択し、 予算編集  ボタンをクリックします。 

→選択した事業が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 予算入力する事業すべてについて、（２）を行います。 

（４） 各事業へ予算を入力します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（「その他」には、全体の予算額から、事業別予算を引いた額が自動セットされます。） 

  

① 事業コードを選択します。 

② クリックします。 
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（事業対象の受注へ事業コードを入力） 

事業集計する受注へ事業コードを設定します。 

（５） 受注画面を開き、＜受注 1＞タブの［事業コード］を設定し、 保存  ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(補足) 

事業コードを設定した受注は、受注検索で条件を指定して検索できます。 
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■ 予算の削除 

分類別予算が不要になった場合は、削除することができます。 
 

＜職群＞～＜支部＞の場合 

（１） 予算を削除する分類のチェックを外します。 

 

 

 

 
 

（２） 右記のメッセージが表示されるので、 

 ＯＫ  ボタンをクリックし、 

 保存  ボタンをクリックします。 

 
 

＜事業＞の場合 

一部の事業を削除する場合： 

（１） 削除する事業の予算欄内をクリックし、 予算削除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 右記のメッセージが表示されるので、 

 ＯＫ  ボタンをクリックし、 

 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

事業別予算を全て削除する場合： 

（１） 画面上部の事業のチェックを外します。 

 

 
 

 
 
 
 

（２） 以降の操作は、「＜職群＞～＜支部＞の場合」の（２）と同じです。  

① 削除する事業の行の予算欄内をクリック。 

② クリック。 

予算削除する分類のチェック
を外します。 

チェックを外します。 
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２】 来期予算確定 

予算入力が終わったら、確定します。 

（１） 「事業予算実績管理」画面を開き、 

［当期］から来期予算を確定する年度（予算年度の前の年度）を選択し、 

 来期確定  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２） 項目別（配分金・材料費等・事務費）の合計 

と、月合計が一致していない箇所があると、 

右記のメッセージが表示され、 

確定することはできません。 

 

 ＯＫ  ボタンをクリックすると、該当の行内にカーソルが移るので、金額を修正し、 

保存してください。 

（金額が一致していない箇所は、名称が赤字になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計が一致していない場合
は、赤字になります。 
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（３） 全体予算と分類別予算合計が一致していない 

箇所があると、右記のメッセージが表示され、 

確定することはできません。 

 

 

 ＯＫ  ボタンをクリックすると、該当のタブ内にカーソルが移るので、金額を修正し、 

保存してください。 

（金額が一致していないタブは、オレンジ色になります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（４） 確定後は、来期予算が「確定済」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

■ 確定後に予算を訂正する場合 

 確定解除  ボタンをクリックして、訂正します。 

訂正後は、再度  来期確定  ボタンをクリックし、確定してください。 

 

  

全体予算と一致していない場合は 
タブがオレンジ色になります。 

ここに全体との差異が表示されますので、 
確認し、一致するように修正してください。 
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３】 当期の実績確認 
 

■ 予算実績（全体）の推移グラフ 

当年度（管理年度）の予算が確定済みの場合は、メインメニューから予算実績（全体）の 

グラフが確認できます。 

（１） メインメニューで、「予算実績（全体）」を選択します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

（２） 予算実績（全体）のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 予算部分が表示されない場合： 

予算確定しているにも関わらず、グラフに予算が表示されない場合は、画面上部の 

 集計  ボタンをクリックしてください。 
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■ 事業予算実績管理 

「事業予算実績管理」画面から、当期の予算・実績が確認できます。 

「事業予算実績管理」画面にて、［当期］の年度を選択します。 

→当期予算・当期実績が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜分類別の受注実績の確認＞ 

分類ごとに、受注実績が確認できます。 

（１）  実績表示  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

（２） 実績確認したい分類の［当期実績］の行内をクリックすると、その分類の受注実績が一覧 

で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 技術群の実績を確認したい場合は、 
技術群の当期実績行内をクリックします。 

② ①で選択した分類の受注実績が表示 
されます。 
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＊＊＊このページは白紙です。＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


